
MACF 礼拝説教要旨  

2021 年 9 月 12 日  

ルカによる福音書  

「マリアの讃歌」  

 

1:46 そこで、マリアは言った。  

1:47 「わたしの魂は主をあがめ、わたしの霊は救い主である神を喜びたたえます。 

1:48 身分の低い、この主のはしためにも目を留めてくださったからです。 今から後、

いつの世の人もわたしを幸いな者と言うでしょう、  

1:49 力ある方が、わたしに偉大なことをなさいましたから。その御名は尊く、  

1:50 その憐れみは代々に限りなく、主を畏れる者に及びます。  

1:51 主はその腕で力を振るい、思い上がる者を打ち散らし、  

1:52 権力ある者をその座から引き降ろし、身分の低い者を高く上げ、  

1:53 飢えた人を良い物で満たし、富める者を空腹のまま追い返されます。  

1:54 その僕イスラエルを受け入れて、憐れみをお忘れになりません、  

1:55 わたしたちの先祖におっしゃったとおり、アブラハムとその子孫に対してとこしえ

に。」  

1:56 マリアは、三か月ほどエリサベトのところに滞在してから、自分の家に帰った。 

＊＊＊  

マリアが心から神様をほめたたえている賛美の言葉であり「新約の詩篇」と呼ばれて

います。 いくつかの特徴を見ていきたいと思います。  

 

1:47 「わたしの魂は主をあがめ、わたしの霊は救い主である神を喜びたたえます。 

1:48 身分の低い、この主のはしためにも目を留めてくださったからです。  

 

「主をあがめる」という言葉は「大きくする」という意味のある言葉です。 「あなたは本

当にたいしたお方です」と絶賛すること、「いくら誉めても誉めすぎることがありませ

ん。」という心を向けること。そして、「喜びたたえる」と言う言葉が出てきます。  

礼拝者の基本的な姿勢がここに表明されています。  

神様を自分よりはるかに優れた偉大なお方と位置付けること、そしてそのお方を尊敬

し崇拝し、そのお方を喜ぶこと、 神様への賞賛と、神様を喜ぶこと、その姿勢は私た

ちにも求められている 心です。  

マリアの信じている神様 さて、マリアの信じている神様はどんなお方だったのでしょう

か。 私たちが知っている神様と同じでしょうか？  

いくつかの特徴が提示されています。  

1） 小さな存在を忘れない、弱いものに心を向けてくださる神 1：48、51-52  



マリアは彼女自身、有名な人間ではなく、特別に目を留められるべき何ももってい

ないことを知っていました。自分の中に誇るべきものをもっていないことをしってい

たのです。  

そして、そういう自分を神様が選んでくださったということに大きな喜びを感じてい

ました。 私たちは「たいしたことないですよ。」と言葉ではいいながら、どこかに「で

も、捨てたものでもない」という気持ちを持っていることが多いです。 

偽りの謙遜です。  

神様は心の貧しい、本当に謙遜な、あるいは見捨てられたような存在を忘れない

で、約束を実行し、祝福の道を備えてくださいます。偉くなければ愛されないとか、

出来る人でなければ愛されないということはありません。  

あなたの小さな存在を神様は覚えておられます。 私たちは、自分を誇るのではな

く、｢神様に知られている自分｣を喜べれば良いのかもしれません。  

 「神を愛する人がいれば、その人は神に知られているのです。」（コリントの信徒

への手紙第一 8章 3節）とパウロは書きました。  

小さな私を知っていてくださる神様がおられるという認識は大変重要です。 

 

2） 聖なる神 1：49  

マリアの信じている神様は、聖なる神様でした。罪を憎み、正義と平和を愛する神

様です。 不正や偽りではなく、公平と真実を大切にされる神様です。 出エジプト

34章に表明しているお名前とおりのお方だと言うことにもなります。  

3） あわれみ深く、力があり 1：50-51  

また、マリアの信じている神様は、あわれみ深く、力がある神様です。 出エジプト

記の中に紹介されている名前にそのことがしっかり含まれています。 聖書に記述

されている歴史は、まさに神様の人間に対するあわれみの歴史です。  

そしてまた、力ある神様ご自身の活動記録でもあります。  

4） 誠実な神 1：54  

そして約束を守り、かならず実行される神様でもあります。 アブラハムも同じ信仰

を持っていました。 そして、神はまさに、弱者の味方であることをマリアは知って

いました。 神はどんなに弱い人たちであるとしても、大きな恵みを提供しようとし

てくださいます。 身分の低い存在者に対して神は祝福をお与えくださいます。  

 

1:48 身分の低い、この主のはしためにも目を留めてくださったからです。  

1:49 力ある方が、わたしに偉大なことをなさいましたから。  

私は今朝、この箇所をピックアップして特に皆さんと一緒に考えたいと思います。 

私は小学生の頃、プロ野球の選手からサインの書かれた葉書を送ってもらったこ

とがありました。 この葉書は、私にとってはしばらく「宝物」でした。 私のようなも



のに目を留め、私に大きなことをしてくれたような気がしたのです。 ある時、空港

の荷物を受け取る場所で巨人軍の長嶋茂雄さんに会ったことがありました。  

私は興奮して、挨拶しにいき、一緒に写真を撮ってもらいました。 

長嶋さんは 「ここは本当は写真撮ってはいけない場所なんですよね。でも、さっさ

と撮ってしまいましょう」 と言って協力してくれました。この出来事も、有名な人に

大きなことをしていただいたような気がしました。  

 

そして、インドでのマザーテレサとの出会いと彼女にサインしていただいた出来事

も「重大な出来事」 でした。  

これらは、私にとって個人的には意味あること、重大な出来事でした。 

でもある人にとっては 意味など全く感じない出来事かもしれません。  

有名な人が自分のために何かをしてくれたと感じた時、私たちは「目を留めてもら

ったこと」 「こういうことをしてくれたこと」を嬉しいこととして記憶します。  

 

そう考えると、どんなに小さな事柄だとしても、神が私のために恵みを提供し 祝

福をもたらしてくださったとすれば、それは「偉大なこと」 神様に「目を留めていた

だいたこと」自体、重大な出来事のはずだと思うのです。 

 神様がどんな恵みをあなたに提供してくださったでしょう。  

それはあなたにとって、マリアと同じ心、同じ言葉で神様に応答できるものでしょう

か。  

落ち着いて今までの祝福、恵み、励ましを思い出し、マリアと一緒に神様に心から 

告白してみたらいかがでしょう。  

 

「身分の低い、この主のはしため（しもべ）にも目を留めてくださった神様、感謝し

ます。 力ある神様ご自身が、わたしに偉大なことをなさいました、心から感謝しま

す。」 

それを丁寧に神様に伝えること、それこそが礼拝の土台の心です。  

祝福がありますように。 関根一夫 

 

MACF 礼拝映像はこちらです。 

https://youtu.be/pi5ngclqYZE  

 

 


